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告 示■

◎群馬県告示第１０号

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２９条の規定により、農林水産大臣から次のとおり保安林の指定を解除

する予定である旨の通知があった。

平成３１年１月１８日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 解除予定保安林の所在場所 渋川市赤城町棚下字大岩９０４の４、９０８の１

２ 保安林として指定された目的 土砂の流出の防備

３ 解除の理由 指定理由の消滅

◎群馬県告示第１１号

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２６条の２第１項の規定により、次のとおり保安林の指定を解除する予

定である。

平成３１年１月１８日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 解除予定保安林の所在場所 渋川市赤城町棚下字大岩９０４の４

２ 保安林として指定された目的 公衆の保健

３ 解除の理由 指定理由の消滅

◎群馬県告示第１２号

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２９条の規定により、農林水産大臣から次のとおり保安林の指定を解除

する予定である旨の通知があった。

平成３１年１月１８日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 解除予定保安林の所在場所 桐生市梅田町三丁目字丸山５７２の５（次の図に示す部分に限る。）

２ 保安林として指定された目的 土砂の流出の防備

３ 解除の理由 道路用地とするため

「次の図」は、省略し、その図面を群馬県環境森林部森林保全課及び桐生市役所に備え置いて縦覧に供する。

◎群馬県告示第１３号

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３３条の２の規定により、次のとおり保安林の指定施業要件を変更する

予定である。

平成３１年１月１８日
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群馬県知事 大 澤 正 明

１ 指定施業要件の変更に係る保安林の所在場所 邑楽郡邑楽町（次の図に示す部分に限る。）

２ 保安林として指定された目的 風害の防備

３ 変更後の指定施業要件

(1) 立木の伐採の方法

ア 主伐は、択伐による。

イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定め

る標準伐期齢以上のものとする。

ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

(2) 立木の伐採の限度 次のとおりとする。

「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を群馬県環境森林部森林保全課及び邑楽町役

場に備え置いて縦覧に供する。

◎群馬県告示第１４号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変更する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県富岡土木事務所において

一般の縦覧に供する。

平成３１年１月１８日

群馬県知事 大 澤 正 明

道路の 変更の 敷地の幅員 延 長
路線名 区 間

種 類 前後別 メートル メートル

一般国道 ２５４号 富岡市田島字岩崎前２３１番の１地先 前 １０．０～１２．４ ９４．１
から同市同字同１９６番の１地先まで

後 １０．７～１６．３ ９４．１

◎群馬県告示第１５号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変更する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県渋川土木事務所において

一般の縦覧に供する。

平成３１年１月１８日

群馬県知事 大 澤 正 明

道路の 変更の 敷地の幅員 延 長
路線名 区 間

種 類 前後別 メートル メートル

県道 渋川東吾妻線 渋川市金井字下新田１６１９番の１地 前 ７．９～１５．０ ３０７．４
先から同市同字西裏２１７８番の２地
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先まで 後 ７．９～２５．７ ３０７．４

◎群馬県告示第１６号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変更する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県沼田土木事務所において

一般の縦覧に供する。

平成３１年１月１８日

群馬県知事 大 澤 正 明

道路の 変更の 敷地の幅員 延 長
路線名 区 間

種 類 前後別 メートル メートル

県道 中之条湯河原 利根郡みなかみ町入須川字十二原１９ 前 ７．０～２０．８ ４６０．９
線 ７６番の５地先から同郡同町同字同１

８０９番の１２地先まで 後 １１．３～９０．８ ４６０．９

◎群馬県告示第１７号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定により、道路の供用を次のとおり開始する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県高崎土木事務所において

一般の縦覧に供する。

平成３１年１月１８日

群馬県知事 大 澤 正 明

路線名 区 間 供用開始の期日
道路の
種 類

県道 綿貫篠塚線 高崎市八幡原町字北川久保５０８番の３地先から同市同 平成３１年１月１８日
字同４５５番の１地先まで

◎群馬県告示第１８号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定により、道路の供用を次のとおり開始する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県安中土木事務所において

一般の縦覧に供する。

平成３１年１月１８日

群馬県知事 大 澤 正 明
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路線名 区 間 供用開始の期日
道路の
種 類

県道 渋川松井田線 安中市松井田町上増田字増田山外国有林１８３林班へ小 平成３１年１月１８日
班地先から同市同字箕輪久保３９２７番地先まで

◎群馬県告示第１９号

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２項において準用する同法第１８条第１項の規定により、

太田都市計画道路を変更したので、同法第２１条第２項において準用する同法第２０条第１項の規定により、次の

とおり告示し、同条第２項の規定により、当該都市計画の図書を公衆の縦覧に供する。

平成３１年１月１８日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 都市計画の種類及び名称 太田都市計画道路 (1) ３・３・７号 太田妻沼線 (2) ３・５・２０号 矢場古

戸線

２ 都市計画を定める土地の区域 変更する部分

(1) ３・３・７号 太田妻沼線

変更する部分 太田市古戸町地内

(2) ３・５・２０号 矢場古戸線

変更する部分 太田市古戸町地内

３ 縦覧場所 群馬県県土整備部都市計画課、群馬県太田土木事務所及び太田市都市政策部都市計画課

公 告■

土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第１８条第１６項の規定により次のとおり土地改良区役員の退任の届

出があったので、同条第１７項の規定により公告する。

平成３１年１月１８日

群馬県知事 大 澤 正 明

理 事
土地改良区名 監 事 区 分 役 員 氏 名 住 所

の 別

理 事 退 任 石田光永 安中市松井田町上増田２８０３番地１細野原

建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）第４２条第１項第５号の規定により、次のとお

り道路の位置を指定した。

平成３１年１月１８日



6

第９６６６号平成３１年１月１８日（金） 群 馬 県 報

群馬県知事 大 澤 正 明

指定に係る 指定に係る 指 定 番 号
指定に係る道路

道路の種類 道路の位置 指定年月日
番号 の延長及び幅員

メートル

群馬県指令前土第３０４－２１ 法第４２条第１項 北群馬郡榛東村大字広馬 延長 ３３．０９
２号第５号に規定する 場字八幡下２５５４－１ 幅員 ５．００

道路 平成３０年１２月１９日

群馬県指令前土第３０４－２２ 同 北群馬郡榛東村大字長岡 延長 ３４．８１
３号字大宮４４８－１ 幅員 ５．０２
平成３０年１２月２５日
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教
育
委
員
会
規
則

■群
馬
県
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
一
月
十
八
日

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長

笠

原

寛

群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

群
馬
県
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
の
表
一
の
項
下
欄
㈣
中
「
戸
籍
抄
本
」
を
「
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
書
又
は
戸
籍

抄
本
」
に
改
め
、
同
欄
㈩
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
か
ら
十
の
項

ま
で
の
規
定
中
「
戸
籍
抄
本
」
を
「
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
書
又
は
戸
籍
抄
本
」
に
改
め
、
同
表
十

二
の
項
下
欄
㈤
中
「
戸
籍
抄
本
」
を
「
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
書
又
は
戸
籍
抄
本
」
に
改
め
、
同
欄

㈧
中
「
附
則
第
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
表
十
三
の
項
下
欄
㈡
中
「
及
び
」
の

下
に
「
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
書
又
は
」
を
加
え
、
同
表
備
考
第
二
号
中
「
県
内
」
の
下
に
「
の
公

立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
」
を
、

「
及
び
」
の
下
に
「
戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
書
又
は
」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
、
養
護
に
関
す
る
科
目
、
栄
養
に
係
る
教
育
に
関
す
る

科
目
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
施
行
規
則
第
十
一
条
第
一
項
の
表
、
第
十
七
条
第
一
項
の
表

及
び
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
表
に
規
定
す
る
科
目
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
の
表
中

「

教
科
に
関
す
る
科
目

教
職
に
関
す
る
科
目

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

計

を
」

「

領
域
に
関
す
る
専
門

保
育
内
容
の
指
導
法

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

最

低

的
事
項
に
関
す
る
科

に
関
す
る
科
目
又
は

修

得

目

教
諭
の
教
育
の
基
礎

単

位

に

的
理
解
に
関
す
る
科

数

目
等

」

改
め
、
同
号
ロ
の
表
中

「

教
科
に
関
す
る
科
目

教
職
に
関
す
る
科
目

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

計

を
」

「

教
科
に
関
す
る
専
門

各
教
科
の
指
導
法
に

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

最

低

的
事
項
に
関
す
る
科

関
す
る
科
目
又
は
教

修

得

目

諭
の
教
育
の
基
礎
的

単

位

に

理
解
に
関
す
る
科
目

数

等

」

改
め
、
同
項
第
二
号
イ
の
表
中

「

教
科
に
関
す
る
科
目

教
職
に
関
す
る
科
目

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

計

を
」

「

領
域
に
関
す
る
専
門

保
育
内
容
の
指
導
法

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

最

低

的
事
項
に
関
す
る
科

に
関
す
る
科
目
又
は

修

得

目

教
諭
の
教
育
の
基
礎

単

位

に

的
理
解
に
関
す
る
科

数

目
等

」

改
め
、
同
号
ロ
の
表
並
び
に
同
項
第
三
号
の
表
及
び
第
四
号
の
表
中

「

教
科
に
関
す
る
科
目

教
職
に
関
す
る
科
目

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

計

を
」

「

教
科
に
関
す
る
専
門

各
教
科
の
指
導
法
に

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

最

低

的
事
項
に
関
す
る
科

関
す
る
科
目
又
は
教

修

得

目

諭
の
教
育
の
基
礎
的

単

位

に

理
解
に
関
す
る
科
目

数

等

」

改
め
、
同
項
第
五
号
の
表
中

「

教
科
に
関
す
る
科
目

教
職
に
関
す
る
科
目

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

計

を
」

「

教
科
に
関
す
る
専
門

各
教
科
の
指
導
法
に

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

最

低

的
事
項
に
関
す
る
科

関
す
る
科
目
又
は
教

修

得

目

諭
の
教
育
の
基
礎
的

単

位

に

理
解
に
関
す
る
科
目

数

等

」

改
め
、
同
表
備
考
中
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目
又
は
教
諭
の

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
イ
の
表
中

「

教
科
に
関
す
る
科
目

教
職
に
関
す
る
科
目

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

計

を
」

「

領
域
に
関
す
る
専
門

保
育
内
容
の
指
導
法

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

最

低

的
事
項
に
関
す
る
科

に
関
す
る
科
目
又
は

修

得

目

教
諭
の
教
育
の
基
礎

単

位

に

的
理
解
に
関
す
る
科

数

目
等

」

第９６６６号平成３１年１月１８日（金） 群 馬 県 報
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改
め
、
同
号
ロ
の
表
か
ら
ニ
の
表
ま
で
の
規
定
並
び
に
同
項
第
七
号
の
表
並
び
に
第
八
号
イ
の
表
及

び
ロ
の
表
中

「

教
科
に
関
す
る
科
目

教
職
に
関
す
る
科
目

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

計

を
」

「

教
科
に
関
す
る
専
門

各
教
科
の
指
導
法
に

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

最

低

的
事
項
に
関
す
る
科

関
す
る
科
目
又
は
教

修

得

目

諭
の
教
育
の
基
礎
的

単

位

に

理
解
に
関
す
る
科
目

数

等

」

改
め
、
同
項
第
九
号
の
表
及
び
第
十
号
の
表
中

「

教
職
に
関
す
る
科
目

養
護
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

計

を
」

「

養
護
教
諭
・
栄
養
教

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

最
低

諭
の
教
育
の
基
礎
的

修
得

に
改
め
、
同
項
第
十
一
号

理
解
に
関
す
る
科
目

単
位

等

数

」

の
表
中
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」
を
「
養
護
教
諭
・
栄
養
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科

目
等
」
に
、
「
計
」
を
「
最
低
修
得
単
位
数
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
の
表
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

在
職

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関

各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

最
低
修

年
数

す
る
科
目

又
は
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解

得
単
位

に
関
す
る
科
目
等

数

三

八

七

一
五

四

五

五

一
〇

第
七
条
第
二
項
第
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

在
職

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関

各
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

最
低
修

年
数

す
る
科
目

又
は
教
諭
の
教
育
の
基
礎
的
理
解

得
単
位

に
関
す
る
科
目
等

数

六

一
〇

一
〇

二
〇

七

八

七

一
五

八

五

五

一
〇

第
七
条
第
三
項
第
一
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

受
け
よ
う

各
教
科
の

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒

最
低
修

と
す
る
免

指
導
法
に

指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

得
単
位

許
状
に
関

関
す
る
科

数

す
る
在
職

目

道
徳
の
理

生
徒
指
導

教
育
相
談
（
カ

進
路
指
導

年
数

論
及
び
指

の
理
論
及

ウ
ン
セ
リ
ン
グ

及
び
キ
ャ

導
法

び
方
法

に
関
す
る
基
礎

リ
ア
教
育

的
な
知
識
を
含

の
理
論
及

む
。
）
の
理
論

び
方
法

及
び
方
法

一

七

一

二

一
〇

第
七
条
第
三
項
第
二
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

受
け
よ
う

各
教
科
の

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒

最
低
修

と
す
る
免

指
導
法
に

指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

得
単
位

許
状
に
関

関
す
る
科

数

す
る
在
職

目

生
徒
指
導

教
育
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

進
路
指
導

年
数

の
理
論
及

グ
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識

及
び
キ
ャ

び
方
法

を
含
む
。
）
の
理
論
及
び
方

リ
ア
教
育

法

の
理
論
及

び
方
法

一

七

二

九

第
七
条
第
三
項
第
三
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

受
け
よ
う

教
科
に
関

各
教
科
の

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導

最
低
修

と
す
る
免

す
る
専
門

指
導
法
に

法
及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す

得
単
位

許
状
に
関

的
事
項
に

関
す
る
科

る
科
目

数

す
る
在
職

関
す
る
科

目

年
数

目

生
徒
指
導

教
育
相
談
（
カ

進
路
指
導

の
理
論
及

ウ
ン
セ
リ
ン
グ

及
び
キ
ャ

び
方
法

に
関
す
る
基
礎

リ
ア
教
育

的
な
知
識
を
含

の
理
論
及

む
。
）
の
理
論

び
方
法

及
び
方
法

一

七

二

二

一
一

二

五

一

二

八
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第
七
条
第
三
項
第
四
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

受
け
よ
う

各
教
科
の

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

大
学
が

最
低
修

と
す
る
免

指
導
法
に

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科

独
自
に

得
単
位

許
状
に
関

関
す
る
科

目

設
定
す

数

す
る
在
職

目

る
科
目

年
数

道
徳
の

生
徒
指

教
育
相
談

進
路
指
導

理
論
及

導
の
理

（
カ
ウ
ン

及
び
キ
ャ

び
指
導

論
及
び

セ
リ
ン
グ

リ
ア
教
育

法

方
法

に
関
す
る

の
理
論
及

基
礎
的
な

び
方
法

知
識
を
含

む
。
）
の

理
論
及
び

方
法

一

一

一

一

三

六

第
七
条
第
三
項
第
五
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

受
け
よ
う

各
教
科
の

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法

大
学
が

最
低
修

と
す
る
免

指
導
法
に

及
び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科

独
自
に

得
単
位

許
状
に
関

関
す
る
科

目

設
定
す

数

す
る
在
職

目

る
科
目

年
数

生
徒
指
導

教

育

相

談

進
路
指
導
及
び

の
理
論
及

（
カ
ウ
ン
セ

キ
ャ
リ
ア
教
育

び
方
法

リ
ン
グ
に
関

の
理
論
及
び
方

す
る
基
礎
的

法

な
知
識
を
含

む
。
）
の
理

論
及
び
方
法

一

一

二

六

九

第
八
条
中
「
教
科
に
関
す
る
科
目
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
科
目
、
養
護
に
関
す
る
科
目
、
栄

養
に
係
る
教
育
に
関
す
る
科
目
、
教
職
に
関
す
る
科
目
及
び
」
を
「
施
行
規
則
第
七
条
第
一
項
の
表
、

第
十
一
条
第
一
項
の
表
、
第
十
七
条
第
一
項
の
表
及
び
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
表
に
規
定
す
る
科

目
並
び
に
」
に
、
「
教
科
に
関
す
る
科
目
、
教
職
に
関
す
る
科
目
及
び
教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科

目
」
を
「
施
行
規
則
第
十
八
条
の
二
の
表
に
規
定
す
る
科
目
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
中

「

を

教
科

教
職

養
護

特
支

栄
養

」

「

に

教
科
・
教
職

養
護
・
教
職

特
支

栄
養
・
教
職

大
学
独
自

」

改
め
る
。

別
記
様
式
第
七
号
の
二
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附
則
第
１
９
項

附
則
第
１
８
項

別
記
様
式
第
八
号
中

「

「

（

）

を

に
改
め
る
。

印
男
・
女

印

」

」

別
記
様
式
第
十
号
中

「

本
籍
地

氏
名

を

生
年
月
日

年
月

日
男
女
の
別

男
・
女

」

「

本
籍
地

生
年
月
日

年
月

日

に

氏
名

」

改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
一
号
中

「

を

氏
名

性
別

生
年
月
日

年
月

日

」

「

に

氏
名

生
年
月
日

年
月

日

」

改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
八
号
中

「

「

（

）

を

に
改
め
る
。

印
男
・
女

印

」

」

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
群
馬
県
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る

規
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
は
、
こ

の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
群
馬
県
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。
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３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
当
分

の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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